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有機導電体(DIETSe)2MX4 (M = Fe, Ga; X = Cl, Br)は、電子供与性分子である DIETSeが
分子平面をそろえてスタックした構造を含む擬一次元導電体である。 
(DIETSe)2MCl4は、擬一次元的な伝導バンドに起因するスピン密度波（SDW)転移によって、
10 K付近で金属から半導体に変化する。 また、M = Feの場合、Fe3+のスピンの反強磁性
転移に伴って、2.5 Kで再び電気抵抗の上昇が見られる。 ハロゲンを Clから Brに変更す









図 1: M=Fe(左)とM=Ga(右)の場合の(DIETSe)2MCl4のバンド構造と状態密度。 
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